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「轟研」南京轟駆除剤の殺果賓験
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置験目的:一「轟研」南京轟駆除剤の南京轟駆除数果と従来使用され好評ある他剤の騎除数果との

比較研究にあり。

費験方;豆: 各薬費uを最瞳に一回附着せしめ暗所に静置し一定時間後の籍死敷を調査する。供試轟

たる南京轟は従来駆除剤j等を使用せざる場所より捕集し中位以上の成最にして最も健全活設なるもの

を用ふ。

比較費験結果:一弐表に示す様である。
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芝~霊:一上表は多数賓験した内の一例に過ぎ、ないけれ共何れの場合に於ても従来の好評ある他剤

に比して「轟研J南京轟駆除期!の方が遥かに雛死率高い。

南京最捕集後多少保護上不自然の廉あるためか薬剤無使用医に於ても多少雛死する。

「最研」南京轟駆除期jは他薬剤に比して人躍に副作用を起す事無〈、 叉潟気を吸牧ずる事無く且つ

同重量で他期!の約3倍の容積を有する事等は需用家の最も利盆とする庭である。

南京轟を捕集せず南京轟の棲息する部屋に就ての霊地試験に依るも「最研」南京轟駆除剤使用医は

他に比して速かに且完全に駆除し得た。
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